
法第 28 条第 1 項関係「前事業年度の事業報告書」） 

 

 

令和７年度の事業報告書 

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

 

認定 NPO 法人ＩＶＹ 

 

１ 事業の成果 

以下の通り事業を実施した。各事業の成果は、下記２に詳細を記載している。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

① 世界の困窮した状況に対する迅速かつ適切な協力事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千円） 

イラク・エル

ビル県 地震

で倒壊した

校舎の再建

と教育の質

向上プロジ

ェクト 

（目標）  

イラク・エルビル県におい

て、地震で倒壊した小中学校

の校舎を再建し、安心安全な

学習環境を整備するととも

に、この学校内に新たに高校

を開校して、中等教育の地域

間格差を是正する。また、小

中高校７校 の教員を対象に

「子ども主体の教育」と「日

本式教育」を普及し、質の高

い教育が提供されるように

する。  

（活動）  

・教員への能力強化研修の実

施 

・応用研修 

・教育省スーパーバイザー研

修 

・フォローアップ 

（外務省日本ＮＧＯ連携無

償資金協力） 

(A) 2024 年 3 月

31日～2025年

10月 3１日 

※注：本事業は、

2023 年度から

2025 年度にま

たいで実施。

当 該 期 間 は

2025 年 4 月 1

日～2025年10

月 31日 

(B)イラク共和国

エルビル県エ

ルビル郡シャ

マメック地区

ドゥスタパ村 

(C)5人 

D) イラク共

和国エル

ビル県エ

ルビル郡

シャマメ

ック地区

ドゥスタ

パ村の児

童・生徒、

教員 

(E)5,247人 
76,767 

イラク・スレ

イマニヤ県 

日本式教育

や特別活動

教室を活用

したイラク

の教育環境

改善事業 

（目標）  

スレイマニヤ県内の小中学

校において、日本式教育の

実践を通して児童の学力

が向上する。 

（活動） 

1. 児童の主体的な活動の場

である特別活動教室モデ

ルの整備と活用 

1.1) 特別活動教室モデ

(A) 2025 年 3 月

31 日～2026

年 10 月 3１

日 

※注：本事業は、

2024 年 度 か ら

2026 年度にまた

いで実施。当該期

間は 2025年4月1

日～2026 年 3 月

(D) イ ラ ク

共和国ス

レイマニ

ヤ県の児

童・生徒、

教員 

(E)4,412人 

13,833 



ルの整備 

1.2) 特別活動教室維持

管理ワークショップ 

1.3) 特別活動教室の活

用とモニタリング 

2． 教員への日本式教

育研修の実施と実践 

2.1) 日本の知見を活用

した教育実践（日本式教

育）研修の実施 

2.2) 日本式教育の実践

とフォローアップ 

2.3) フォーカルポイン

ト教員研修 

（外務省日本ＮＧＯ連携無

償資金協力） 

31日 

(B)イラク共和国

スレイマニヤ県

(C)6人 

イラク・エル

ビル県長期

化する避難

生活下にお

ける子ども

への教育支

援・フェーズ

４ 

（目標） 

治安の悪化により帰還でき

ずにエルビル県での避難生

活を強いられ、適切な公教育

を受ける機会を奪われた国

内避難民の子どもたちに、必

要不可欠な公教育を受ける

機会とその学習スペースが

確保され、子どもたちのレジ

リエンスが高まる。 

（活動） 

・ＩＤＰの生徒のための保健

衛生啓発教育の実施のフ

ォローアップ 

・ＩＤＰの子どもにやさしい

教育を行うための教職員

研修を実施のフォローア

ップ 

（ジャパン・プラットフォー

ム助成事業） 

(A) 2024年 9月 3

日～2025年 10月

2日 

※注：本事業は、

2024 年度から 25

年度またいで実

施。当該期間は

2025年 4月1日～

10月 2日 

(B)イラク共和国

エルビル県 

(C)6人 

 

(D)イラク共

和国エルビ

ル 県 の 児

童・生徒、教

員 

(E)1,259人 

617 

イラク・食料

危機下の東

モスルキャ

ンプにおけ

る子どもの

栄養改善及

び国内避難

民への緊急

食料支援 

（目標） 

東モスルキャンプにおいて、

食料危機下にある国内避難

民の全世帯へ緊急食糧支援

を行うとともに、７歳未満児 

と妊娠中・授乳中の女性への

栄養強化食の配布と栄養研

修を行い、その生命と健康を

守る。 

1. 全世帯への食料の配布 

2. 乳幼児、妊娠中・授乳中

の女性への栄養強化食

の配布と栄養研修の実

施 

（ジャパン・プラットフォー

ム助成事業） 

(A) 2025年 4月 1

日～2025年 11月

30日 

(B)イラク共和国

エルビル県 

(C)7人 

 

(D)イラク共

和国エルビ

ル県東モス

ルキャンプ

の国内避難

民 

(E)1,200 世

帯 
 



イラク・ク

ル ド 自 治

区・小学校算

数科教員の

指導力強化

のための展

開計画策定

事業 

（目標） 

クルド教育省により小学校

算数科教員の指導力強化の

ための展開計画が策定され

る。 

（活動） 

1-1：プログラム開発委員会

を組織し、キックオフミー

ティングを開催する。 

1-2：算数科教育に関するフ

ォーカスグループ・ディス

カッションを、対象教 

員と教育局職員と共に実施

し、現在の算数カリキュラ

ム、教科書、児童の学力を

分析し、改善提案をクルド

教育省に提出する。 

（JICA 草の根技術協力事

業・草の根パートナー型） 

(A) 2026 年

2月 2日～2029年

1月 31日 

※注：本事業は、

2025 年 度 か ら

2028 年度にまた

いで実施。当該期

間は 2026年2月2

日～2026 年 3 月

31日 

(B) イ ラ ク

共和国エルビル

県 

(C)5人 

(D)イラク共

和国エルビ

ル県の教育

省職員、教

員、トレーナ

ー 

(E)328人 

3,000 

シリア北東

部・ラッカ県

における新

規国内避難

民への緊急

食料配布事

業 

（目標） 

ラッカ県のラッカ郡とタブ

カ郡において、食料支援にア

クセスできていない避難所

で食料 バスケットを配布

することにより、脆弱な国内

避難民（ＩＤＰ）世帯の食料

不足を改善する。 

（活動） 

食料バスケットの配布 

（ジャパン・プラットフォー

ム助成事業） 

(A) 2025年 4月 1

日～5月 31日 

(B) シリア・アラ

ブ共和国ラッカ

県、ラッカ郡とタ

ブカ郡 

(C)3人 

(D) シ リ

ア・アラブ共

和国ラッカ

県、ラッカ郡

とタブカ郡

の国内避難

民 

(E)3,200 世

帯 （ 14,369

人） 

43,205 

シリア・デリ

ゾール県紛

争の影響を

受けた脆弱

な若者のレ

ジリエンス

向上支援 

（目標） 

デリゾール県に暮らす脆弱

性を持つ若者を対象に、①初

等教育による基礎学力の習

得支援、②職業訓練プログラ

ムの提供、③インターンシッ

プ実習による収入獲得支援、

④心理的支援が必要である

若者の命と尊厳を守るため、

心の応急処置としてのライ

フスキル研修により、基本的

権利と尊厳を守りながら自

立のための具体的な過程を

歩んでいけるレジリエンス

の向上を目指す。 

（活動） 

1．初等教育 

2．職業訓練 

3．インターンシップ 

4．ライフスキル研修 

(A) 2025年 9月 1

日～2026年 5月 1

日 

※注：本事業は、

2025 年 度 か ら

2026 年度にまた

いで実施。当該期

間は 2025年9月1

日～2026 年 3 月

31日 

(B) シリア・アラ

ブ共和国デリゾ

ール県 

(C)5人 

(D) シ リ

ア・アラブ共

和国デリゾ

ール県の若

者 

(E)118人 

15,773 



 （ジャパン・プラットフォー

ム助成事業、真如苑助成事

業） 

  

 

バングラデ

シュ・コック

スバザール

県ラムー郡

市場志向型

農業を通じ

た小規模農

家の生計向

上支援事業 

（目標） 

ラムー郡カウアルコプ・ユニ

オンの最も貧しい階層（人口

の 20％）の所得の割合が改

善する。 

（活動） 

・事業開始ワークショップと

裨益者選定 

・野菜栽培に関する研修の実

施（育苗、雨季野菜、冬季

野菜）、養鶏に関する研修 

・農業資材の配布 

・鶏糞と家庭ごみ、牛糞を用

いた堆肥作り研修の実施 

・共同出荷のための研修とワ

ークショップ 

・スタッフによる定期的なモ

ニタリング 

（自己資金） 

(A) 2025年 4月 1

日～2026 年 3 月

31日 

(B) コックスバ

ザール県ラムー

郡 カ ウ ア ル コ

プ・ユニオン１

区・２区 

(C)18人 

(D) ラ ム ー

郡カウアル

コプ・ユニオ

ンの最も貧

しい階層（人

口の 20％） 

(E)160 世帯

（約 800人） 

12,715 

たばこから

野菜へ！バ

ングラデシ

ュ・ラムー郡

の小規模農

家の未来を

ひらく、ソー

ラー発電式

ポンプ井戸

の建設を応

援！事業 

（目標） 

井戸２箇所の建設費用を捻

出するため、目標額 70 万円

のクラウドファンディング

を実施する。目標額達成後に

決定される追加助成 20 万円

で野菜の種子（4種）と農業

資材（捕虫器）を供与する。 

（活動） 

・井戸の掘削（２箇所）と住

民による管理組合の結成

と活動サポート 

（クラウドファンディング、

ケイズハウス NPO 助成プ

ログラム） 

(A) 2025 年 8 月

25日～9月 30日 

(B) コックスバ

ザール県ラムー

郡 カ ウ ア ル コ

プ・ユニオン１

区・２区 

(C)18人 

(D) コ ッ ク

スバザール

県ラムー郡

カウアルコ

プ・ユニオン

の最も貧し

い階層 

(E) 井 戸 の

利用 60 世帯

（約 300人）、

追加助成の

配布対象 160

世帯（約 800

人） 

903 

南東部ザポ

リ ー ジ ャ

市・医療への

アクセスが

困難な脆弱

な人々のた

めの保健医

療支援 

（目標） 

ザポリージャ市の IDP 及び

地域住民が一次医療と心の

ケアを受けることにより、心

身の健康状態が改善する。 

（活動） 

ザポリージャ市の IDP シェ

ルターの脆弱な人々への

一次医療と心のケアの提

供 

（ジャパン・プラットフォー

ム助成事業） 

(A) 2025年 9月 1

日～2026年 5

月 31日 

※注：本事業は、

2025 年 度 か ら

2026 年度にまた

いで実施。当該期

間は 2025年9月1

日～2026 年 3 月

31日 

(B) ウクライナ

ザポリージ

ャ州 

(C)12人 

(D)ザポリー

ジャ州の国

内避難民及

び地域住民 

(E)3,450人 

 

48,540 

 

 

 

 



② 日本に定住する外国人等に対する支援事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千円） 

通訳翻訳サ

ービス 

（目標・期待される成果） 

言語による不利益を縮小し、

基本的人権の享受に資する。 

（活動） 

医療や行政、福祉機関、民間

事業所等の通訳需要に応え

る。 

(A) 2025年 4月１

日～2026 年 3

月 31日 

(B)山形県内 

(C)28人 

(D)山形県内

の通訳派

遣／翻訳

依頼者 

(E)27人 
266 

通訳養成事

業 

（目標・期待される効果） 

専門分野の知識を深め、通訳

の質の向上を目指す。 

（活動） 

ＡＩＲＹとの共催事業。司

法・医療分野の学習会。

Zoom を活用し、参加者増

を図る。 

(A) 2025 年４月

１日～2026 年３

月 31日 

(B)山形県内 

(C)3人 

(D)講座参加

者 

(E)64人 

100 

多言語相談

サービス 

（目標・期待される効果） 

外国出身者が母語で相談で

きる窓口を担保する。 

（活動） 

相談者の母語で相談を受け、

情報提供、他機関へのリフ

ァー、必要に応じて同行支

援を行う。 

(A) 2025 年４月

１日～2026 年３

月 31日 

(B)山形県内 

(C)3人 

(D)山形県内

在住の外国

人 

(E)19人 
1 

国際結婚 40

周年事業 
（目標・期待される効果）

外国出身者に今必要なこ

とは何か、ともに考える 

（活動） 

来日してからこれまで、

及び今の活動や考えてい

ることを国際結婚当事者

と語り合う。 

(A) 2025 年４月

１日～2026 年３

月 31日 

(B)日本国内 

(C)9人 

(D)国際結婚

の当事者 

(E)8人 

- 

 

③ 地球市民を育てる国際理解教育 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千円） 



他機関との

連 携 を 通

じ た 国 際

理 解 教 育

の 講 師 派

遣 

（目標） 

他機関との連携を深め、講師

派遣の場を増やす。 

（活動） 

・学校現場や大学、他団体か

らの要請に基づき、ワークシ

ョップを行う。 

・他機関と連携し、ワークシ

ョップを実施する。 

(A) 2025年 4月 1

日～2026 年 3

月 31日 

(B)東北 6県 

(C)2人 

(D)東北 6 県

の市民、

児童・生

徒・学生 

(E)348人 94 

 

④ 関連団体及び関係する県内、国際機関との情報交換、連絡調整及び協力、並びにこの法人

の目的にかなう事業を行っている他団体に対しての助成援助 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千円） 

外務省 NGO相

談員事業 

（目標） 

東北のＮＧＯ団体の基盤強

化に向けた相談対応、広く市

民に対し国際協力活動につ

いての理解促進を図る。 

（活動） 

相談対応業務、出張サービ

ス、広報 

(A) 2025年 4月 1

日～2026 年 3

月 31日 

(B)主に東北 6県 

(C)7人 

 

(D)東北 6 県

の NGO 及

び市民等  

(E)691人 
2,618 

【IVYyouth】 

海外活動・バ

ングラデシ

ュプロジェ

クト 

（目標） 

バングラデシュにおいて、初

等教育向けの算数教育支

援を行い、教育及び生活水

準の向上に寄与する。 

（活動） 

５月～７月 算数ドリル試

作品作成 

９月 クラウドファンディ

ング開始 

(A) 2025年 4月 1

日～2026 年 3 月

31日 

(B)山形市、バン

グラデシュ人民

共和国 

(C)7人 

(D)バングラ

デシュ人民

共和国事業

実施地域の

児童・生徒、

教員 

(E)（準備段

階のため受

益者は 0人） 

0 

【IVYyouth】 

国際理解部門 

（目標） 

国際理解に関心のある人を

増やす。IVYyouth の活動

を発信する。国際問題への

理解を深め、ファシリテー

ションスキルを身につけ

る。 

(活動) 

４月 新入生歓迎フェステ

ィバル 

８月 イングリッシュキャ

ンプ in尾花沢 

10月 八峰祭 

２月 子ども食堂でのボラ

ンティア 

(A) 2025年 4月 1

日～2026 年 3 月

31日 

(B) 山形市、尾花

沢市、山辺町 

(C)6人 

(D)ワークシ

ョップ参加

者（山形市、

尾花沢市、山

辺町の住民） 

(E)50人 

5 



【ＩＶＹみや

ぎ】 

インターネッ

ト等を活用

した広報・

キャンペー

ン 

（目標） 

宮城県仙台市を中心にＩＶ

Ｙの事業を広報すること

で、会員、支援者を拡大す

る。 

 クラウドファンディング

等により資金を個別に募

る事業に対して広報協力

等を行い、目標額の達成に

寄与する。 

（活動） 

2025年８月25日～2025年９

月 30日 バングラデシュ 

ソーラー発電式ポンプ井

戸の建設のクラウドファ

ンディングへの協力（コン

グラント） 

(A) 2025 年４月

１日～2026 年３

月 31日 

(B)宮城県仙台市 

(C)1人 

(D)みやぎ県

内の市民・学

生 

(E)（広報活

動のため、受

益者数をカ

ウントでき

ない） 

- 

 

⑤ 上記の事業遂行に関して一般市民に対しての理解と支持を求めるための、機関紙、刊行物

などの発行及びマスメディアなどを通じての広報活動 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千円） 

広報強化 （目標） 

定期・不定期の情報発信によ

りＩＶＹの活動・理念の認知

度を向上する。 

（活動） 

1)ＳＮＳ投稿 

2)ホームページ更新 

3)メルマガ配信 

4)Congrant、READYFOR 活動

報告 

5)オンラインイベント開催 

6)プレスリリース 

(A) 2025年 4月 1

日～2026 年 3

月 31日 

(B)全国 

(C)6人 

(D)(E)（広報

活動のた

め、受益

者・数は

徳的でき

ない） 
- 

ファンドレ

イジング 

（目標） 

長期計画を定め、2026 年度

到達目標を達成する。 

（活動） 

1)クラウドファンディング

の実施 

2)マンスリーサポーター募

集キャンペーン実施 

3)募金箱 

4)幸せの黄色いレシートキ

ャンペーン 

5)書き損じはがき 

(A) 2025年 4月 1

日～2026 年 3

月 31日 

(B)全国 

(C)6人 

(D)(E)（広報

活動のた

め、受益

者・数は

徳的でき

ない） 
- 

 

⑥ 国内外の災害救援活動 

実施しなかった 

⑦ その他この法人の目的達成に必要な事業 

実施しなかった 



 

(2) その他の事業 

実施しなかった 

 

 

 

 

（備考） 

１   用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 

２ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかに

して記載する。 

３ ２の(2)には、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度に

その他の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載する。 

 

 


